
①'英語の基本ルール
英検の勉強に入る前に，学習を進めていくよで基本となる用語やル ルを確認しておきましよう。は

じめから読んでもいいですし，わからない部分があればそこだけ読んでちかまいません。また，本書を

読んでいて，基本ル ルがわからなくなったら， ここに戻って確認しましょう。

〔英語の文をつくるパーツ 】
文が 「完成品jだとすると，単語は文をつくるためのr;てーツJにあたります。その単語はそれぞれ

の役割に応じて，次の 10種類に分類されます。これを「品詞jと言います。

①名詞 :人やもの，ことの名前を表す語です。

位向犬
崎町ま
p
u
m壱

k

，}'
k
n
f
 

z
一I
長

照

j
{
i
T
J
.
 

Londot"¥ 
ロシド・ン

~ 
②動詞 :r-するJr-であるJのように動作や状態を表す語です。
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①形容詞 :人やものの様子や状態を表す語です。名詞や代名詞を修飾します。「修飾Jとは飾ること，つ

まり情報をプラスして，詳しく説明するということです。
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④副詞 :動詞・形容詞・他の副詞を修飾する語です。「程度・頻度Jr様子Jなどの情報をプラスします。
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⑤代名詞 :名詞の代わりに使う語です。

「あれ，乙れjと指で示すときに使う [指示代名詞J(this， thatなど)や，人を指すときに使う

「人称代名詞J(1， you， weなど)などがあります。

⑤冠詞 :名詞の前につく語です。名詞のアタマ(前)に「冠Jのようにつく語だと覚えましょう。

冠詞には [不定冠詞Jと呼ばれる a[an]と 「定冠詞Jと呼ばれる theがあります。後ろに母音

(a/i/u/e/oの音)で始まる単語がくる場合には， aはanになります。

不定冠詞a[anlは「どれでもいい1つJ(不特定)を表します。 theは会話をしているメンパー

の中で「これリと決まっていること(特定)を表します。

⑦助動詞 :動詞の前に置かれ，話し手の気持ちゃ判断を付け加える語です。

GJ will (~だろう)， can (~できる)， may (~かもしれない)， should (~すべきだ)

J:前置詞 :文字通り，名詞や代名詞の「前に置く語Jのことです。名詞や代名詞とセットになって.r時
間Jr場所Jr方向Jなどを表します。
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⑨接続詞 :単語と単語，文と文をつなぐ働きをする語です。

接続詞には等位接続詞と従属接続詞があります。

-等位接続詞 単語と単語文と文などを対等な関係でつなぐ働きをする接続詞。

GJ and (~と )， but (しかし)， or (または)
-従属接続詞 名詞や副詞などの役割をする力タマリをつくる接続詞。従属接続詞がつくる力タマ

リは「従属節Jと呼ばれ，メインの節(主節)に情報をプラスする働きをします。

GJ that (~ということ) ， when (~のとき)， while (~するあいだに)

19:間投詞 :驚きや喜びなどの感情や，呼びかけなどを表す語です。

四 oh(おお)， hi (ゃあ)， wow (うわあ)
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〔単語の仰lに関する用語 】l
単語は文の中でさまざまな役割を果たします。ここでは単語の役割を表す用語をまとめておきます。

・主語 :r~はJ r~がJ という動作をする人やものを表す単語です。主語になるのは名詞や代名詞です。

.述語動詞 :主語の後ろに続いて. r~するJ (動作) r~であるJ (状態)などの意昧を表す単語です。

.目的語 :他動詞や前置詞の後ろに置いて，動作の対象を表す単語。目的語になるのは名詞や代名詞です。

主語 He ptAshεd 怜εCCAr.
JE~~~今~.'-

彼¥6.車t押しれた.

.k--B的誌
告官イ乍を苛3λゃ ー

YEを紛ら
本ー争点司=を?を李可

が;勺妄を約

-補語 :主語や目的語に説明を補う単語です。補語になるのは名詞や形容詞です。

.修飾語 :文や語句を「飾るJ単語，つまり情報をプラスする単語ということです。形容詞や副詞など

が修飾語にあたります。

:単語の力タマリに関する用語 】
主語と動詞を含み，ピリオド(.)やクエスチヨンマーク(つ)で終わるものを「文jと言います。「文J

よりも小さな単語の力タマリとして[句Jと「節jと呼ばれるものがあります。

・句 :(主語+動詞〉を含まない.2語以上の単語からできている力タマリの乙とです。句は名詞，形容

調，副詞の働きをします。

尊詩的内qマ・j

-節 :(主語+動詞〉を含む.2語以上の単語からできているカタマリのことです。節は名詞，形容詞，副

詞の働きをします。
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〔動詞の種類 】
動詞は英文のパタ ンを決定する重要な働きをします。英語の骨格を理解する上で，欠かすことので

きない品詞です。種類や意昧をしっかり押さえておきましょう。

英語の動詞は， Ibe動詞jと「一般動詞jの2種類に分けられます。 am，18， areがbe動詞で，そ

れ以外の動詞が一般動詞です。

l beih詞j
iS amk-LJa同

時帯主=古市詞f7¥t.切れ

ヒヤ I-制詞|
p;;er、h:コ?

be動詞は，その前後にくる名詞を「イコール (=)Jでつなぎ， IA=BJという状態を表します。

私 I手ヒロコ 1・ヲ.

1 ~m Hi...oko ・
't. be. !1I't司か・
'=Aのfむきさ LllIl.

I i~ Hi...oko 

般動詞は，主に I~するJ という動作を表します。「自動詞J と「他動詞」に分けられます。

自動詞は 「歩くJ，I眠るjなどの完結した動作を表す動詞で，直後に人やものなどを表す名詞(目的

語)を必要としません。
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他動詞は「 を~するjという意昧を表します。動詞のあとに 動作の対象となる人やものなどを表

す名詞(目的語)を置く必要があります。
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〔主挫のー荻と3単現の S 一】
英語には主語の形に合わせて，動詞の形を変える 「主述の一致Jというル ルがあります。このルー

ルをマスターするためには，名詞の [数jと 「人称Jを押さえておく必要があります。

名詞の数は 「単数Jと 「複数jのちがいです。

「人称Jには， r 1人称Jr2人称Jr3人称jの3つの種類があります。

r1人称jは「私J(I)，r私たちJ(we)など，話し手(自分)自身を指す語です。

r2人称jは 「あなた(たち)J (you)という話の相手を指す語です。

r3人称jは話し手(自分)と相手以外を指す語です。 he(彼)， she (彼女)， Jim (ジム)など人を表す

語の他， ものや動物などもすべて3人称です。

色官(1)'(.

to寺(y.山〕以9H事
訴、私

("3~~年)

命

特に主語が r3人称単数jで 「現在形jの場合， 一般動詞の語尾にs(3単現の s)をつけるというルー

ルがあります。乙こでは 3単現のsのつけ方のルールを確認しておきましょう。

基本のlレー lレ

S"O，)(，仁h，shて"えきわ る垂ha司

< o.，i，u，e，o l'f.._♀トの女宇{手音字)
十 y} てI\~:きわるも吉司

特別な去、イじ

語尾にgをつける。

@ ιome (来る)→ 仁omes， I ike (好き)→ likes

語尾|こesをつける。

開市 do(する)→ does， 仁α十仁h(つかむ)→ 仁α十仁hes

語尾のyをieにかえて， sをつける。

咽 ζαγγy(運ぶ)→ζαrdes， 十ry(努力する)→十des

四ho.ve(もっている)→ ho.s
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子問i司の過去形・過去冗詞 一一一-
英語では動詞の形を変えて，さまざまなことを表現します。 r~したJ r~だったj のように過去のこ

とを言うときには，動詞を過去形に変えます。受け身や完了形で使われる「過去分詞Jも過去形と同じ

Jレールに従って活用します。一般動詞の過去形，過去分詞の活用のル ルをセットでマスターしましょ

o
 
-つ

過去形・週去分詞の変化のルールには「規則変化jと「不規則変化jの2種類があります。多くの場

合は，語尾に edをつけるというルールに従った規則変化をします。このような動詞は規則動詞と呼ば

れます。ただし，語尾の形により edのつけ方に注意が必要なものがあります。その規則変化のルール

を確認しておきましよう。

基本の |レー lレ
語尾にedをつける。

明 plo.y(する)→ plo.yed，help(助ける)→ helped

E て"~~:hる壷h~司
語尾にdだけをつける。

明 use(f吏う)→ used，live(住む)→ lived

< o.，i，u，e，o l'A_併の文字十y)てn
iきわるも詞

語尾のyをiにかえて.edをつける。

明 g十udy(勉強する)→ 叶udfed，仁αγγy(運ぶ)→ 仁αγrfed

〈手音字十?っセシトのある母 語尾の子音字を重ねてedをつける。
音字十手音字〉て1きわるも詞 困g十op(止まる)→g十opped，drop (落ちる)→dropped

乙の他に，上のルールには従わす，不規則に変化する動詞があります。このような動詞を不規則動詞

と言います。

ーら主写不規則動詞
過去膏f 過去悦司

speak(剥)・ spoke-spoken 

see (見主~) -SQw -see.n 
gwe (与泊)- 9~v巴 -9iVel'¥ 
do \q~) -did -done. 
モo.t(雀へ白き)-Qt巴 四 ぞQ十en
corn巳(お)四 c..arn巴- COm巳

wャii巳(書<)-lN ~otε - wl'itten 

knowc帆 1110)_knew -known 
十o.k巴(JIj.も)・十ook-taken 

b...eakcニ刊)-bi"oke. -bャoトen
90何 <) ・wen十 ・90nε

be(ome (~\:t.;.~)・became • becom巳
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L一般動;司の.形 l 
3単現のsや過去形・過去分詞と並んで，大切な動詞の変化に ing形があります。be動詞と結びつい

たくbe動詞+動詞の Ing形)で 「現在進行形Jを表すなど，動詞の Ing形も文中でさまざまな役割を果

たします。 一般動詞の Ing形の活用ルールを確認しておきましょう。

基本1711レー iレ
語尾にil'¥9をつける

回wo.lk(歩く)→ wo.lkfn9. 90 (行く)→ 90f n9 

巴て"主きわる垂，，~司
eをとってiハ9をつける。

図ζome(来る)→仁omfn9.use (使う)→ usfn9

〈手音字十?っセシトのある母 最後の子音字を重ねてil'¥9をつける。

音字十手音字〉て"えきれる垂h詞 図γuハ佳る)→ ru.l'¥nfn9.swimG.永ぐ)→ Swimmfn9

ì e.て"~:きわる垂"ã司
ieをylこかえて i1'¥9をつける。

IIdie(死ぬ)→ dyfn9. lie (嘘をつく)→ lyfn9

〔lm動詞の'変形 】|
ここまで一般動詞の変形を見てきましたが.be動詞も主語の数，時制などに応じて，さまざまな形に

変化します。ここで be動詞の活用についてもまとめておきましょう。

11 
am was 

are were 

-・・盟国・・・-Tha.+ hous盟国

IS was 
be been being 

-・・圃国・・・
-・・E圃・・・-Johl'¥圏盟理圃園

are were 

-・圏直司・・・
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【英文の基本パターン 】
英語の文には(主語+動詞〉の力タマリが入っています。動詞の種類により，そのあとに何が続くか

がある程度決まっており そのパターンは次の5つにまとめられます。

①sv (名詞+自動詞):動詞のあとに何もなくても文が成立する。多くの場合，動詞などに意昧をプラ

スするものが続く。主な動詞は run(走る)， smile (笑う)など。

2h t主主S竺 げ附宣 伝勺符点晶
o.~ .L'~1.戸 ~n

s v 芝ロまをアラ又すきもの いい.匂~.，~. ~J~ 
~ltïl季毎朝幻. 一-~ _-.-

②svc (名詞+自動詞+形容詞[名詞]):動詞のあとに主語の様子や性質を表す形容詞や名詞が続く。

主な動詞は be動詞， become (~になる)など。

ShεiS tA十'eo.cher.
S v C 

彼女は教師です.

①svo (名詞+他動詞+名詞):動詞のあとに「何[誰]をJを表す名詞が続く。主な動調は study

(勉強する)， have (持っている)など。

She loves hel'" C~t. 
s V 0 

彼サは自分のネコが‘大場きです。

a. ， 
_4 

④svoo (名詞+他動詞+人を表す名詞+ものを表す名詞):動詞のあとに「誰にJ+ r何をjを表す
名詞が続く。主な動詞は give(与える)， buy (買う)など。

ed出。?
ω
一段

加
一流

⑤svoc (名詞+他動詞+名詞+形容詞[名詞]):動詞のあとに「誰をJを表す名詞と「どのようにJ

を表す形容詞や名詞が続く。主な動詞は call(呼ぶ)， make (~にする)， think (考える)など。

峰 三三ljoUrcaT豆塑 q.、与ωG噂お
s v 0 -C- e::!..且r.q~! / v"ν一
私1三ちl手私1ミち0¥九コをタマヒロ争びます o / 
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